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で,刺激語 (いじめ)からは ｢自殺｣(最多反応語,51.5%)と ｢学校｣(2位.29.3%)が
上位を占めた｡(死)からも ｢自殺｣(16.3%)が多く思い起こされ,｢いじめ｣(3.5%)ち




























































よって示される｡本論で後にも扱う調査をA (図 3および表 3),他の2つの調査をB,
Cとして (いじめ)による上位5つの反応語を示す｡調査対象はいずれも長崎大学学生で,
( )内は反応者数に対する百分率である｡
A 自殺 (57.3%),学校 (32.7%),暴力 (15.5%),友だち (15.5%),無視 (ll.8%),
悪い (ll.8%)
B 自殺 (41.5%),学校 (35.4%),友だち (13.8%),登校拒否 (12.3%),先生 (10.8%)

















































表 1 くQualいじめ)反応語 :ドイツ,オスナブリュック大学生

















































































































































































































































































































































































































えるところにあり,それを 《感情)としても ｢hate憎む (8.4%)｣といういじめに対する
図式にある｡子どもの行為であるが故にいじめの起こる場は主に ｢school学校 (9.6%)｣



































































































































































































































































































































































































































































































































































校》で13.2% (図3左上)を占める｡これも ｢自殺｣ と同様,他の国での調査と比較して




















表 3 (いじめ)反応語 :日本,長崎大学生1996年
onsedYord 紳




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の他 人生を狂わせる 1 1.0%
の他 地域 1 1.0%
の他 同和 1 I.0%
の他 日本 1 1.0%
の他 悩み 1 1.0%
の他 複雑 T T.0%
抗 カウンセリング 1 1.0%
抗 してはい け ない 1 1.0%
抗 なくしたい 1 I.0%
抗 フリースクール 1 1.0%
抗 悪いこと 1 1.0%
抗 悪質 1 1,0%
抗 解決 1 1.0%
抗 許されない 1 1.0%
抗 助け 1 1.0%
抗 安住 1 1.0%
抗 絶対反対 1 I.0%
抗 仲良くなりたい 1 1.0%
抗 仲良し 1 1.0%
抗 道管 7 1.0%
抗 犯罪 1 I.0%
抗 平和 1 1.0%
抗 倫嘩 l I,0%






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































｢ ｣で,反応語を分類したカテゴリを 《 》で表す｡
2)文部科学省初等中等教育局児童生徒課,生徒指導上の諸問題の現状と文部科学省の施策について,
平成13年2月｡この集計で,いじめは1985年に大きなピークを示し155,066件,1995年にもう一つの
なだらかなど-クを迎え60,096件である (いじめの発生件数図4-2,30頁)｡児童生徒の自殺に関して
は1986年が一つのピークで268件,1998年がまた小さなど-クで198件である (第7章自殺,63頁)｡
3)ブルネイでの連想調査を除いて,いずれも筆者による調査である｡オスナブリュックではClaudia
Solzbacher教授に,ペナンではRozhanM.Idms助教授にお世話になった｡感謝申し上げる｡ブル
ネイでの調査はHjAbdRahmanAbdHamidBin氏による｡
4)独和大辞典,小学館,昭和60年は ｢(激しく持続的でさいなむような肉体的･精神的)苦痛,苦悶,
苦悩,快悩｣さらに ｢(人を苦しめる)責め苦,珂責,苦難｡苦しい試練｣とし, ドイツ人にとっ
てのQualのSchmerz,Leidの面を指摘する｡デイリ-コンサイス独和辞典,三省堂,1985は ｢苦
痛,苦しみ,激痛,辛労,苦悩,心痛 〔の種〕｣｡アポロン独和辞典第3版,1996は ｢苦しみ,苦痛.
苦悩,心痛 (英pain)｣と,英語ではpainと説明してドイツ人にとってのSchmerz,Leidの面を表
している｡
5)GerhardWahrig,DeutschesW6rterbuchniteinem .,LexiconderdeutschenSprachlehre",
BertelsmannLexikon-Verlag,1978.Qualの項目｡1985年MosaikVerlag版になると,Peinが削除
されるが,同じ説明になっている｡
6)Duden,Sinn-undsachverwandteW6rterundWendungen,DudenBand8,1972,Dudenverlag,
Qualの項目
7)英語のbulyには,｢(弱い者いじめをする)ごろつき,威張り屋,(学校の)いじめっ子,ガキ大
将,生徒を怒鳴っていじめる教師｣が訳語としてあげられている (小学館ランダムハウス英和大辞
典,小学館,1999年第2版｡なお,同じく小学館のプログレッシブ英和中辞典第3版1998年でも全
くと言っていいほど同じ表現になっている｡違うのは,｢威張り屋｣が ｢威張り散らす人｣に,｢ガ
キ｣が ｢がき｣になっているだけである)01997年重版発行の旺文社英和中辞射 まbulyを,弱い者
いじめをする人,いはり散らす人,暴漢,がき大将,と訳しておりほとんど変わらない｡弱者を傷
つける米語のイメ-ジは,次の表現にも読みとれる :apersonwhohurts,frightens,threatens,or
tyrannizesoverthosewhoaresmalerorweaker (webster'snewworlddictionaryoftheamerican
language,colegeedition,theworldpublishingcompany,1966)｡また弱い者,小さい者に対する
脅 しの面は,bulyをablustering,qua汀elsome,overbearingpersonwhohab血alybadgersand
intimidatessmalerorweakerpeopleと説明するRandomHouseUnabridgedDictionary,Second
Edition,RandomHouse,NewYork,1993にも現れる｡しかLCambridgeInternationalDictionaIYOf
Englisch,CambridgeUniversityPress,1995の,tohurtorfrightenotherpeople,oftenforcingthemto
dosomethingtheydonotwanttodoという望まぬことを強いる感覚よりも,マレーシア,ブルネイ
ではbulyの語感は身体的である｡
8)いじめが社会問題化していなかった1972年に発行された日本国語大辞典 (昭和47年発行,日本国
語大辞典縮刷版第 1版第3刷,小学館,昭和57年)では ｢弱い者などを,苦しめたり悩ませたりす
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ること｣であり,1981年初版発行の国語大辞典では ｢いじめ｣は採録されず ｢いじめる｣について
｢弱い者に対して意識的に精神的または肉体的な苦痛を与える｡苦しめる｡さいなむ｣と記述し
(国語大辞典,小学館,昭和57年第1版第6刷による),昭和44年第2版第1刷発行の広辞苑は ｢い
じめる｣だけについて ｢弱いものを苦しめる｣とのみ記している｡
9)新村出,広辞苑第5版,岩波書店∴1998｡いじめ
10)日本国語大辞典第二版編集委員会,小学館国語辞典編集部,日本国語大辞典第一巻,小学館,2000
年12月第二版第-巻第一刷発行
ll)糸山景大,藤木卓,金崎良一,上薗恒太郎,標本サイズの変化に対する連想における諸量の挙動,
信学技報 (電子情報通信学会)m 7-99(1997-12),141頁,1997
12)反応語 ｢Wal鯨｣の多さは,筆者自身が調査をおこなうに際して日本人である旨自己紹介したと
ころから日本との連想とつながっていた可能性を想定できそうであるが,同時におこなった Uapan
日本)からの反応語として ｢Walfang捕鯨｣が2名 ｢Wal鯨｣が1名にすぎなかったことから,日
本とのつながりで (いじめ)から鯨などが思い起こされた可能性はないと見ていい｡
13)上薗恒太郎 (2002年6月),前掲論文,ebanda
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